
チェックシートのイメージ図（１）

新植の場合の活用方法 今までは寒風害等の被害を
受けていたエリア

針広混交林施業

保残木を存置し気象災害など
の防止に努める

チェックシートは、これまでの事業評価技術検討会の指摘事項等を踏まえ、すべての事業実施
箇所について作成している。

指摘事項等
地拵時に保残木を適度に存置するモザイク施業や、保護樹帯等を積極的に配置することに
よって、雪害、寒風害、干害等の気象災害などを減少させる森林の造成に努め、事業コス
トの縮減を図る。

例

一斉単層林施業

チェックシート未活用

チェックシート活用
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チェックシートのイメージ図（２）

間伐の場合の活用方法

広葉樹林化した一部の林分

間 伐 実 施

侵入広葉樹の育成に重点を
おいた施業へ変更

チェックシートは、これまでの事業評価技術検討会の指摘事項等を踏まえ、すべての事業実施
箇所について作成している。

指摘事項等
保育施業の実施に当たっては、広葉樹林化した一部の林分については、侵入広葉樹の育成
に重点をおいた施業へ変更し、生育不良の一部の林分については、当分の間必要最小限の
保育等にとどめるなど、施業対象地を厳選し、事業コスト縮減等に努める。

例
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単位：ha

人工植栽面積 前生樹等区域 計 被害面積 実施予定面積 除外予定面積 被害面積 実施予定面積 除外予定面積

東 北 北 海 道 352.11                        197.53                        549.64                        45.21                          45.13                          0.08                            10.63                          10.63                          -                                  

関 東 85.22                          48.83                          134.05                        25.72                          23.90                          1.82                            6.76                            6.71                            0.05                            

中 部 155.26                        98.64                          253.90                        24.45                          23.52                          0.93                            39.47                          37.78                          1.69                            

近 畿 北 陸 181.79                        92.33                          274.12                        97.08                          67.57                          29.51                          28.95                          28.95                          -                                  

中 国 四 国 600.93                        306.80                        907.73                        191.10                        129.92                        61.18                          152.09                        152.06                        0.03                            

九 州 388.74                        240.14                        628.88                        68.19                          63.45                          4.74                            11.88                          11.88                          -                                  

全 国 計 1,764.05                     984.27                        2,748.32                     451.75                        353.49                        98.26                          249.78                        248.01                        1.77                            

割 合 64% 36% － － 78% 22% － 99.3% 0.7%

※令和元年度の実績を取りまとめた表である。

期　中　評　価　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト　集　計　表

整　備　局

新　　植 改　　植 補　　植

人工植栽面積

64%

前生樹等区域

36%

新 植

【新植】
新植を行うに当たっては、良好な生育が

見込めない区域を前生樹等区域として存

置するなどして、雪害、寒風害、干害等の

気象災害などを極力受けない森林造成

に努めた。

実施予定面積

78%

除外予定面積

22%

改 植

実施予定面積

99%

補 植

【改植】
改植が必要となった区域の主な被害原因

としては病虫獣害であり、その箇所につい

ては、防護柵の設置等を実施し、良好な生

育が見込めない区域については侵入広葉

樹を活用し植栽面積から除外するなど、適

切な対応策を講じた上で植栽を実施した。

【補植】
補植が必要となった区域の主な被害原因

としては寒害・雪害・干害・病虫獣害であ

り、その箇所については、樹種転換や被

害率の低い区域を除外するなど、適切な

対応策を講じた上で植栽を実施した。
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単位：ha

林 齢 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生以上 計

人工植栽面積 261.21 580.13 851.23 564.33 241.76 423.72 608.63 82.16 33.85 3,647.02

実施予定面積 186.26 416.14 649.51 415.47 169.98 292.60 396.94 41.34 18.45 2,586.69

人工植栽面積 47.47 144.24 132.90 142.35 131.33 177.46 128.89 38.54 13.35 956.53

実施予定面積 25.53 95.34 83.37 95.42 93.99 126.95 79.03 16.36 6.00 621.99

人工植栽面積 163.37 283.37 280.41 235.19 271.78 104.51 44.24 1,382.87

実施予定面積 89.10 179.33 173.50 155.13 151.66 52.05 10.02 810.79

人工植栽面積 214.58 363.51 301.84 328.90 392.50 240.26 87.13 38.64 1,967.36

実施予定面積 120.00 199.25 195.50 218.74 246.74 141.95 39.56 25.82 1,187.56

人工植栽面積 18.64 840.40 1,137.08 964.30 1,079.70 1,145.50 428.67 37.04 25.80 5,677.13

実施予定面積 11.03 516.36 740.07 669.37 725.56 787.87 280.63 18.04 1.27 3,750.20

人工植栽面積 14.42 665.70 554.17 547.45 570.96 521.57 177.27 18.95 3,070.49

実施予定面積 12.36 412.77 344.34 357.15 380.64 339.91 101.40 16.70 1,965.27

人工植栽面積 341.74 2,608.42 3,322.26 2,800.68 2,587.84 2,932.53 1,688.23 308.06 111.64 16,701.40

実施予定面積 235.18 1,649.71 2,195.87 1,906.41 1,744.04 1,945.73 1,052.00 142.02 51.54 10,922.50

106.56 958.71 1,126.39 894.27 843.80 986.80 636.23 166.04 60.10 5,778.90

31% 37% 34% 32% 33% 34% 38% 54% 54%

注：７年生以上の下刈については、補植の実施により部分的により植栽木の林齢が若い箇所等を対象に実施している。

※令和元年度の実績を取りまとめた表である。

全 国 計

除外面積

林齢別除外割合

中 部

近 畿 北 陸

中 国 四 国

九 州

期　中　評　価　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト　集　計　表

下　　刈
整　備　局

東北北海道

関 東

【下刈】

下刈の実施に当たっては、生育

の良い箇所や下刈対象物が少

ない箇所を除外するなど、画一

的に実施することなく厳選した。

なお、１～３年生の下刈につい

ては、主に、２回刈の実施を精

査。

31%
37% 34% 32% 33% 34%

38%

54% 54%

69%
63% 66% 68% 67% 66%

62%

46% 46%
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単位：ha

生育順調 生育遅れ 広葉樹林化 広葉樹等 その他 計 1 2 3 4 5 6 計

東北北海道 6,273.84 255.27 264.79 16.63 6,810.53 3,552.84 255.27 2,453.59 267.41 264.79 16.63 3,257.69

関 東 2,516.98 14.09 362.50 73.27 23.69 2,990.53 1,343.45 362.50 13.15 983.66 190.68 73.27 23.82 1,647.08

中 部 4,121.07 7.33 265.04 179.35 9.97 4,582.76 2,686.42 265.04 0.84 1,046.85 394.29 179.35 9.97 1,896.34

近 畿 北 陸 3,430.19 0.10 167.32 270.76 3.95 3,872.32 2,180.11 167.32 0.10 654.34 594.49 270.76 5.20 1,692.21

中 国 四 国 7,146.45 57.35 105.90 625.65 51.03 7,986.38 5,581.01 105.90 15.54 794.44 810.98 625.65 52.86 2,405.37

九 州 2,750.25 0.38 85.93 229.17 21.05 3,086.78 1,731.89 85.93 0.23 622.39 392.89 229.17 24.28 1,354.89

全 国 計 26,238.78 79.25 1,241.96 1,642.99 126.32 29,329.30 17,075.72 1,241.96 29.86 6,555.27 2,650.74 1,642.99 132.76 12,253.58

対応策別除外割合 - - - - - - - 10% 53% 22% 13% 1% -

※令和元年度の実績を取りまとめた表である。

※割合については小数点以下四捨五入のため合計が100%にならないことがある。

１．広葉樹林化した箇所を除外　２．生育遅れのうち、今後順調な生育が見込めない箇所を除外　３．過年度に施業実施済地及び今後施業実施予定地を除外　４．除伐等施業対
象物が少ない箇所を除外　５．広葉樹等区域のため除外　６．その他

植栽地の現況

除　　伐　　等

対応策別除外予定面積整　備　局 実施予定面
積

期　中　評　価　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト　集　計　表

【除伐等】

保育施業の実施に当たっては、

広葉樹林化した一部の林分に

ついては、侵入広葉樹の育成に

重点をおいた施業へ変更し、生

育遅れの一部の林分について

は、当分の間、必要最小限の保

育にとどめるなど施業対象地を

厳選した。

１．広葉樹林化した

箇所を除外

10%

２．生育遅れのうち、今後順調な生

育が見込めない箇所を除外

0%

３．過年度に施業実施済地及び今後

施業実施予定地を除外

57%

４．除伐等施業対象物が少ない箇所

を除外

22%

５．広葉樹等区域のため除外

13%

６．その他

1%

除 伐 等
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単位：ha

生育順調 生育遅れ 広葉樹林化 広葉樹等 その他 計 1 2 3 4 5 6 7 計

東北北海道 838.94 9.45 115.21 4.87 968.47 708.78 9.45 127.34 2.82 115.21 4.87 259.69

関 東 439.17 1.55 4.67 50.40 7.81 503.60 307.11 4.67 0.47 122.28 10.86 50.40 7.81 196.49

中 部 708.61 0.35 14.24 107.06 0.88 831.14 545.31 14.24 0.35 143.80 19.50 107.06 0.88 285.83

近 畿 北 陸 555.93 0.10 1.20 146.54 0.28 704.05 352.99 1.20 0.10 150.53 52.41 146.54 0.28 351.06

中 国 四 国 1,494.43 6.60 12.38 292.62 10.44 1,816.47 1,314.40 12.38 3.58 144.22 38.33 292.62 10.94 502.07

九 州 321.16 5.49 3.13 90.04 0.47 420.29 220.85 3.13 4.76 94.95 6.09 90.04 0.47 199.44

計 4,358.24 14.09 45.07 801.87 24.75 5,244.02 3,449.44 45.07 9.26 783.12 130.01 801.87 25.25 1,794.58

対応策別除外割合 - - - - - - - 3% 0.5% 44% 7% 45% 1% -

※令和元年度の実績を取りまとめた表である。

期　中　評　価　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト　集　計　表

植栽地の現況 対応策別除外予定面積

裾　　枝　　払　　等

１．広葉樹林化した箇所を除外　２．生育遅れのうち、今後順調な生育が見込めない箇所を除外　３．過年度に施業実施済地及び今後施業実施予定地を除外　４．施業対象木が少ない箇所を除外　５．公益的機能確保が主目的とならない箇
所を除外　６．広葉樹等区域のため除外　７．その他

整　備　局 実施予定面
積

１．広葉樹林化した箇所を除外

2%

２．生育遅れのうち、今後順調な生

育が見込めない箇所を除外

1%

３．過年度に施業実施済地及び今後

施業実施予定地を除外

44%

４．施業対象木が少ない箇所を除外

7%

５．公益的機能確保が主目的となら

ない箇所を除外

0%

６．広葉樹等区域のため除外

45%

７．その他

1%

裾 枝 払 等

【裾枝払】

保育施業の実施に当たっては、

広葉樹林化した一部の林分につ

いては、侵入広葉樹の育成に重

点をおいた施業へ変更し、生育遅

れの一部の林分については、当

分の間、必要最小限の保育にと

どめるなど施業対象地を厳選した。

裾枝払とは、雪圧及びつる類によ

る被害を防止するために下枝を

落とす施業。
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単位：ha

生育順調 生育遅れ 広葉樹林化 広葉樹等 その他 計 1 2 3 4 5 6 7 計

東北北海道 2,683.50 1.08 151.94 69.98 2,906.50 1,187.08 151.94 1.08 1,446.51 49.91 69.98 1,719.42

関 東 1,263.54 3.02 189.30 0.14 5.14 1,461.14 470.03 189.30 3.02 707.69 83.39 0.14 7.57 991.11

中 部 2,146.32 250.18 4.11 17.57 2,418.18 978.74 250.18 1,013.32 106.10 48.84 4.11 16.89 1,439.44

近 畿 北 陸 1,727.86 3.19 191.25 14.35 1,936.65 877.40 191.25 3.19 643.25 64.96 142.06 14.54 1,059.25

中 国 四 国 2,582.93 49.57 245.16 47.14 2,924.80 1,468.53 245.16 49.57 759.08 214.40 134.50 53.56 1,456.27

九 州 2,584.30 2.04 184.64 84.23 2,855.21 1,392.36 184.64 2.04 1,140.73 1.41 47.53 86.50 1,462.85

計 12,988.45 58.90 1,212.47 4.25 238.41 14,502.48 6,374.14 1,212.47 58.90 5,710.58 386.87 506.23 4.25 249.04 8,128.34

対応策別除外割合 - - - - - - - 15% 1% 70% 5% 6% 3% -

※令和元年度の実績を取りまとめた表である。

植栽地の現況 対応策別除外予定面積

保　　育　　間　　伐

１．広葉樹林化した箇所を除外　２．生育遅れのうち、今後順調な生育が見込めない箇所を除外　３．過去5年間に間伐施業実施済地及び今後5年間に間伐施業実施予定地を除外　４．利用
間伐により施業実施済地又は今後施業実施予定地を除外　５．今後5年以内に間伐の必要性がない箇所を除外　６．広葉樹等区域のため除外　７．その他

整　備　局 実施予定面
積

期　中　評　価　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト　集　計　表

【保育間伐】

保育施業の実施に当たっては、

広葉樹林化した一部の林分につ

いては、侵入広葉樹の育成に重

点をおいた施業へ変更し、生育遅

れの一部の林分については、当

分の間、必要最小限の保育にと

どめるなど施業対象地を厳選した。

１． 広葉樹林化した箇所を除外

15%

２．生育遅れのうち、今後順調な生

育が見込めない箇所を除外

0%

３．過去5年間に間伐施業実施済地

及び今後5年間に間伐施業実施予

定地を除外
71%

４．利用間伐により施業実施済地又

は今後施業実施予定地を除外

5%

５．今後5年以内に間伐の必要性が

ない箇所を除外

6%

６．広葉樹等区域のため除外

0% ７．その他

3%

保 育 間 伐
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